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　「流通は暗黒の大陸である」とドラッカーをして言
わしめた流通は，とくにわが国においてはその後進性
が顕著であり，他の一連の革新とのギャップが，もは
や放置できない情勢になってきた。この後進性の強い
流通，特に商品流通面の合理化，近代化の解決の最大
の課題として，流通システム化が問題となってきたの
である。行政面においても，通産省を中心として強力
な施策と行政誘導が開始されている。
　流通システム化は，流通面にシステム概念を導入す
ることにより，その効率化を図ることを目的とするも
のであるが，そのためには次の要件が具備することが
必要である。
①目標志向性　　社会システムとしての流通システム
は，まず目標を明確にし，目標を達成する志向が要請
される。ミクロ流通システムでは，流通機能の効率的
発揮を通じて顧客に最大の満足を与えつつ，企業も適
正利潤を確保することが目標である。マクロ流通シス
テムでは，商業構造の近代化，消費者利益への貢献，
労働力の効率利用，国際競争力の強化などの一連の目
標が設定される。
②サブシステムの最適構成一サブシステムの確i立
と，その最適ミックスが達成されることが要請せられ
る。
③インプットの最適構成一システムとしての「イソ
プットー→プロセスー→アウトプット」の構造におい
て，アウトプットを最大にするためのイソプットの最
適ミックスが必要である。’
④フィードバック・メカニズムー→有効なフィードバ
ック・メカニズムが作用しなければならない。③，④
を最高に発揚するためには，一般にコンピュータの導
入が要請される。
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⑤環境関連ネットワークの形成一流通システムをオ
ープン・システムとして考える時，環境の変化を受
け，これに適切に対応していくための環境対応ネット
ワークが形成されねばならない。
　流通にこのようなシステム概念を導入し，その効率
化を図る課題と方向は，これを要約すると図1に示す
ごとくである。
　ここでは紙幅の余裕がないので，ミクロ流通システ
ム化についてのみ，そのアウトラインを述べる。ミク
ロ流通システム化はマクロ流通システムを構成するサ
ブシステムとしての流通企業のシステム化である。流
通のセンターに位置する卸売業を中心とする企業シス
テムのモデル（ただし数学的モデルではなくて画像的
モデルーinconic　model）を示すならば，図2のご
とくである。
　さらに，ミクロ流通システムとしての卸売業（問屋）
システムにおいて，コンピュータを中心とするシステ
ム化のモデルを示すと，図3のごとくである。これら
モデルについての詳細な説明は別のところで展開す
る。
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